
第77回北海道理学療法士学術大会

#HPAT77 #つながる学会

つながる抄録作成 7Step
ー症例報告ー



Step ０│症例報告で “つながり” をつくろう

臨床で同じ悩みや疑問を持っている仲間がきっといます

第77回北海道理学療法士学術大会では症例報告を大歓迎いたします

「珍しい疾患を誰かと共有・相談したい」

「この新しい介入方法は効果があるのか？」 「予想外の経過を辿ったけど、なぜだろう？」

「1症例だけど発表して良いのかな？」



Step １-１│HPの ［演題募集要項］ を確認

https://www.pt-hokkaido.jp/congress/details/77-1-5015-1-1-2.html

第77回北海道理学療法士学術大会 演題募集要項の詳細はこちらから↓

◆演題名の文字数│100文字以内

◆抄録本文の文字数│1200文字以内

◆所属機関名│法人名を含む正式名称
※共同演者の所属先を早めに確認・把握することがオススメ

◆演者名│筆頭・共同演者を含めて20名まで

◆発表区分│一般/マスターズ/フレッシュマン

◆倫理項目│抄録本文の文字数には含めない

◆キーワード│3～５つ

https://www.pt-hokkaido.jp/congress/details/77-1-5015-1-1-2.html


Step １-２│症例報告のガイドラインに目を通そう

https://static1.squarespace.com/static/5d9a8d505d066103652cfefb/t/5da2a6649bca68
6d837dd62e/1570940517118/CARE-checklist-Japanese-2013.pdf

CAREガイドライン（日本語版）は、こちらから↓

症例報告の質を担保するためのガイドラインがあります

症例報告にどのようなことが記載されるのか

抄録作成の参考になります

https://static1.squarespace.com/static/5d9a8d505d066103652cfefb/t/5da2a6649bca686d837dd62e/1570940517118/CARE-checklist-Japanese-2013.pdf


Step ２│【はじめに】 の書き方（症例報告) ※研究発表については別資料「つながる抄録作成-研究発表-」を参照

【はじめに】では報告の背景（経緯）と報告する意義を記載

□ なぜこの報告が必要なのか（臨床や社会的な課題を含む）

■記載事項の簡易チェックリスト

□ 何が明らかになっていて、何が明らかになっていないのか

□ この症例報告の意義のある目的は何か

◆ワンポイントアドバイス

◇報告の必要性や課題について先行研究を調査し、記載することで明確な文章となりやすいです

同じ課題を抱えてる仲間と“つながる”ために重要な項目となります



Step ３│【症例紹介】 の書き方（症例報告）※研究発表については別資料「つながる抄録作成-研究発表-」を参照

【症例紹介】では症例の全体像を記載

□ どのような症例なのか（診断名・病歴・主訴・介入の目的・主たる報告［介入］内容までの経過など）

■記載事項の簡易チェックリスト

□ 評価内容や臨床思考（評価時期・客観的な数値・主観的な傾向・評価内容からのリーズニングや方針など）

□ 介入内容（介入に至った経緯・具体的な方法/頻度/強度など）

◆ワンポイントアドバイス

◇報告の重要なポイントに沿って、正確かつ最小限の記載を意識することが大切です

正確な記載をすることで共通言語として“つながる”ことができます



Step ４│【経過】 の書き方（症例報告） ※研究発表については別資料「つながる抄録作成-研究発表-」を参照

【経過】では評価結果の客観的な数値や事実の変化・結果を記載

□ 【症例紹介】で記載した評価結果や臨床思考の変化を時系列に沿って記載

■記載事項の簡易チェックリスト

□ 【症例紹介】で記載した介入内容の変化を時系列に沿って記載

□主訴や対象者の内省/発言、目標の経過/達成度などの変化もあれば記載

◆ワンポイントアドバイス

◇介入前後でどんな変化があったのかを記載することが大切です

正確な記載をすることで共通言語として“つながる”ことができます



Step ５│【考察】 の書き方（研究発表） ※研究発表については別資料「つながる抄録作成-研究発表-」を参照

【考察】では今回の報告の意義や限界を記載

□ 冒頭に主要な内容を簡潔にまとめる

■記載事項の簡易チェックリスト

□ なぜ、今回の結果になったのかを先行研究を引用・比較しながら記載する

□ 今回の報告（結果）から何が言えるのかを簡潔にまとめる（一般可能性や他症例への応用を含む）

◆ワンポイントアドバイス

◇先行研究を踏まえて、論理の飛躍がないようにすることが大切です

結果と先行研究を“つなげる”ことで、あなたと仲間を“つなぎ”ます



Step ６│【演題名】 の作成 ※研究発表については別資料「つながる抄録作成-研究発表-」を参照

【演題名】は報告内容が想起できるようにする

□ 報告の内容（検討事項）を簡潔かつ明確に表現する

■演題名作成のポイントとチェックリスト

□ 診断名もしくは主要な事象（評価結果・介入・アウトカムなど）を含める

□ 略語の使用は避ける

演題名は同じ悩みを抱える仲間と“つながる”入口です

□ 長すぎる演題名は控える（長くなる場合は、副題を有効活用）

□ 商品名の使用は避け、一般名で記載する

□ 症例報告ということがわかるように明記する（例：～一例、～症例報告）



Step ７│最終確認

□ 本文の文字数は1200字以内か

■抄録作成の最終チェックリスト

□ 誤字脱字はないか

□ 評価項目や結果の数値に誤りはないか

□ 演題名の文字数は100字以内か

□ 演題募集要項に記載されている注意事項は確認したか

https://www.pt-hokkaido.jp/congress/details/77-1-5015-1-1-2.html

第77回北海道理学療法士学術大会演題募集要項の詳細・演題登録はこちらから↓

https://www.pt-hokkaido.jp/congress/details/77-1-5015-1-1-2.html


第77回北海道理学療法士学術大会

#HPAT77 #つながる学会

皆様とつながれること
運営委員一同,楽しみにしております


